
 
 

 

 

 

 

 
主催：内閣府 

協力：滋賀県 

 

 近畿ブロック「平成２６年度 交通ボランティア等ブロック講習会」が去る１１月１２日  

１３日の両日、ピアザ淡海滋賀県立県民交流センター３階大会議室で開催されました。 
 本講習会は、交通安全活動の推進に重要な役割を果たす交通ボランティア等を対象として、

交通安全に対する意識の高揚及び資質の向上を図り、地域社会全体の交通安全の確保を図るこ

とを目的として実施されました。（例年近畿６府県が持ち回りで開催しており、今年度は滋賀県

が幹事県で大津市にて開催） 
 第１日目は、県内の交通安全ボランティア指導員

など約１１０人、及び他府県より３０人が参加しま

した。 
 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

        藤原徳子氏による「交通安全指導に必要な実践的スキル」と題して、交通安

全指導の目的である「尊い命を守り、安全安心なまちづくり」と、その目標とする「ルールと

マナーを守る態度を育成すること（態度教育）」を分かりやすく講演していただきました。 
活動事例発表では、近畿６府県の交通ボランティア団体等が日頃の交通安全活動の取り組み

紹介・報告をしました。 

平成２６年度 

第１日目講習会日程 

     １１月１２日  １３時～ 

開会  主催者・来賓あいさつ 

講演  「交通安全指導に必要な実践的スキル」 

     ㈱ビジネスファーム 藤原徳子氏 

活動事例発表（各府県１事例） 

 滋賀県：反射糸の衣類ファッションショー 

 京都府：城陽市交通安全女性の会活動報告 

 大阪府：大阪府母と子の交通安全クラブ活動報告 

 兵庫県：子ども向け交通安全教室（三田市指導員） 

 奈良県：反射材ファションショー（奈良県母の会） 

 和歌山県：自転車通学生等に対する交通指導 
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菱川豊裕氏は、滋賀県生まれのタカタ㈱の広報室在籍で、現在米国運輸省道路交通安全局公

認のチャイルドシートの正しい着用の点検指導者資格を取得されています。「シートベルトとチ

ャイルドシートの正しい使い方」と題して、シートベルトとチャイルドシートの必要性と正し

い使用方法を、具体例を示しながら御講演されました。 
 

 

 滋賀県内の参加者が多かったのでグループ討議が１２グループとなり、討議が大いに盛り上

がりました。 
①幼児の交通安全  （３グループ） 

  保護者教育が重要：保護者を交通安全教室にいかに参加させるかを討議 

②小学生の交通安全 （1グループ） 

  交通安全教室開催：不審者の声かけ防止活動と一緒にすると効果的 

③中・高生の交通安全（1グループ） 

  自転車指導が重要：積極的に自転車のマナー、正しい乗り方教室を実施 

④高齢者の交通安全 （7グループ） 

  訪問活動等が重要：教室に参加しない高齢者宅を訪問し反射材等の活用を啓発 

発表 

第２日目講習会日程 

   １１月１３日  ９時～ 

講演  「シートベルトとチャイルドシートの正しい使い方」 

       タカタ㈱広報室  菱川豊裕 氏 

グループ討議（４テーマ・１２グループ） 

    ①幼児の交通安全  （３グループ） 

    ②小学生の交通安全 （１グループ） 

    ③中・高生の交通安全（１グループ） 

    ④高齢者の交通安全 （７グループ） 

滋賀県交通安全女性団体連合会 昨年連合会の会員が参加した「反射糸を使

用した衣服コンクール」の模様を紹介。コン

クールで入賞した衣服や小物を実際に着用

してのファッションショーを披露されまし

た。 
参加者には、反射糸を使用する衣類や小物

の「手作りガイド」と、反射糸を編みこんだ

ミサンガをお土産にされました。 
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